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検査受託中止のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素より格別のご高配を賜り、 

厚くお礼申し上げます。 

この度、検査委託先(株式会社エスアールエル)より、下記検査項目の受託中止の 

連絡がございましたので、ご案内いたします。 

ご利用の先生方には大変ご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご理解賜りますよう、 

お願い申し上げます。 

謹白 

 

記 
 

■ 対象項目および最終受託日 

【最終受託日】 ２０２５年 １２月 ５日（金）ご依頼分まで 

項目コード 検査項目 
検査案内 
掲載頁 

備 考 

３８４１ ＨＬＡ型判定（Ａ，ＢＬｏｃｕｓ） 
Ｐ７２ 

新規項目受託開始に伴う

受託中止 

※新規受託開始項目につ

いては２頁目をご参照くだ

さい 

３８４２ ＨＬＡ型判定（ＤＲ Ｌｏｃｕｓ） 

‐ ＨＬＡ‐Ａ（ＤＮＡタイピング） 

非掲載 

‐ ＨＬＡ‐Ｂ（ＤＮＡタイピング） 

‐ ＨＬＡ‐Ｃ（ＤＮＡタイピング） 

‐ ＨＬＡ‐ＤＲＢ１（ＤＮＡタイピング） 

３４８３ ＨＬＡ‐ＤＰＢ１（ＤＮＡタイピング） 

３４８２ ＨＬＡ‐ＤＱＢ１（ＤＮＡタイピング） 

 

以上 

 

検査のご依頼に関するご不明な点やご要望等につきましては、弊社営業担当、 

または学術インフォメーションまでお問い合わせ下さい。TＥＬ：０７５－６３１－６２３０ 
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■ 新規受託開始項目および受託開始日 

【受託開始日】 ２０２５年 １２月 ８日（月）ご依頼分より 

項目 
コード 

検査項目 
採取量（ｍＬ） 
提出量（ｍＬ） 

容 
器 

保存 
方法 

所要 
日数 

実施料 
判断料 

検査 
方法 

基準
値 

備考 

４７８３ 

【予約検査】 

ＨＬＡ‐Ａ 

（遺伝子型タイピング） 

血液２.０ 

（ＥＤＴＡ２Ｎａ

加） 
Ｇ 冷蔵 ４～６  

ＰＣＲ‐ 

ｒＳＳＯ法 
 

欄外を

ご参照 

ください 

４７８５ 

【予約検査】 

ＨＬＡ‐Ｂ 

（遺伝子型タイピング） 

４８０９ 

【予約検査】 

ＨＬＡ‐Ｃ 

（遺伝子型タイピング） 

４９５７ 

【予約検査】 

ＨＬＡ‐ＤＲＢ１ 

（遺伝子型タイピング） 

※年内最終受付日は、１２月２６日（金）となります。 
 
●備考 

凍結保存は避けてください。受託可能日は月～金曜日です。 

続柄・臨床診断名・投与薬剤名・輸血歴・移植歴は必ず明記してください。 

ＨＬＡ検査２項目以上同時依頼の場合は血液２.０ｍＬで検査可能です。 

本検査方法ではコンタミネーションの影響がより大きくなりますので、検体採取にあたっては取り扱いに充分ご注意くだ

さい。本検査は、ＨＬＡ型（血清対応型）と推定アレル（遺伝子型の第１区域および第２区域）の両方を報告いたします。 

 

●ＨＬＡ・移植関連検査の検体について  

１．「３５１９：ＭＬＣ（リンパ球混合培養）」は予約検査となりますので、採血前に必ず担当営業員にご連絡ください。 

２．必ず専用容器にて規定量を採血してください。やむを得ず規定量に満たない場合は、蓋を開けて陰圧を解除してくださ

い。ただし、「３５１９：ＭＬＣ（リンパ球混合培養）」と同時依頼の場合は、無菌であることが重要となりますので必ず規定量を

採血してください。 

３．移植後のＨＬＡタイピングをご依頼の場合は、レシピエントとドナーのアレルが混在し判定できない場合があります

のであらかじめご了承ください。 

〔ご注意〕 

移植後のＨＬＡタイピングをご依頼の場合は、移植前のＨＬＡの結果と提供者のＨＬＡの結果を必ず依頼書にご記入くださ

い。 

 

●ＨＬＡ ＤＮＡタイピングの種類について 

日本組織適合性学会のホームページにて最新情報をご確認ください。 
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● ＨＬＡ（遺伝子型タイピング） 

ＨＬＡ型（血清対応型）と推定アレル（遺伝子型の第１区域および第２区域）の両方を報告するＨＬＡ

タイピング検査です。 
 

臓器移植とＨＬＡ抗原の関係は、よく研究されており、レシピエントとドナーのＨＬＡ抗原を適合させる

ことが必要とされています。免疫抑制剤を使用している場合でもレシピエントとドナーのＨＬＡ抗原は一

致しているほど移植成績が良いとされています。特に、骨髄移植において、レシピエントとドナーのＨ

ＬＡ遺伝子型の適合性検査は、ＧＶＨＤ（移植片対宿主反応）を予測、回避するうえで非常に重要です。

また疾患感受性ＨＬＡ抗原と疾患感受性の相関については、強直性脊椎炎とＢ２７、ナルコレプシーと

ＤＲ２との相関が有名です。遺伝子レベルでは、橋本病とＡ＊０２０１、Ａ＊０２０６、Ａ＊０２０７、ベーチェッ

ト病とＢ＊５１０１が知られています。ＨＬＡ抗原と疾患感受性の相関は、ＨＬＡ抗原の構造自体が疾患感

受性に影響を与える場合や、ＨＬＡ抗原を決定する遺伝子と疾患感受性遺伝子とが連鎖不平衡にある

こと等が推測され、その他、多くの疾患について研究が続けられています。 

 

▼疾患との関連                  ▼関連する主な検査項目 

臓器移植                          ＨＬＡ ＤＮＡタイピング〔ＮＧＳ－ＳＢＴ法〕 

造血幹細胞移植 

 

 

●参考文献 

吉川 枝里，他：ＭＨＣ １０（１）：２１～３１， ２００３．（検査方法参考文献） 

後藤 香織，他：病理と臨床 １６（６）：７１１～７１６， １９９８．（臨床的意義参考文献） 
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